
神戸大学交換留学（派遣）近況報告書（様式１）

留学先大学：  

留学先での所属学部・研究科：  

留学先での在籍身分：  

留学期間：    年   月～  年 月

神戸大学での所属学部・研究科：

学年（出発時）：

本報告書記入日：        年    月 日

1. 出発前について

1-1. 交換留学以前に海外留学の経験はありますか。 
はい      いいえ

「はい」と答えた方は，留学先及び留学期間についてご記入ください。

 ＜国名＞                ＜期間＞   

1-2. 交換留学プログラムを最初にどのように知りましたか。 
□国際教育総合センターの教員 □所属学部・研究科の教員 □友人

□以前に参加した先輩 □所属学部・研究科の掲示板 □神戸大学のホームページ

□留学フェア □その他（具体的に）

1-3. この交換留学プログラムに参加した動機を教えてください。最もよく当てはまる動機を「４つ」選び， 
１～４まで順位を付けてください。（１：最も強い動機）

  学術的な目的（研究を深める等）     地理的な条件が良い

  語学力の向上     旅行ができる

  将来のキャリアのため（就職に役立つ等）    プログラムの時期が良い

  家族のバックグラウンドと関係がある     プログラムの期間が良い

  異文化体験    経費が安い

  個人的理由    その他（具体的に）  

1-4. VISAについて

VISAの種類：

申請先：  

必要日数： 

VISA取得にかかった費用：         
VISA申請のためにどのような書類の提出を求められましたか。どのように準備しましたか。 
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1-5   出発前に必要とされた予防接種の種類・回数・費用 

1-6. その他に必要だった手続き，方法，料金等 

2. 留学先到着後の手続きについて

2-1. 到着時について 
利用航空会社：  

利用旅行会社（航空券の手配をした会社）：  

留学先大学最寄り空港名：                    空港

空港到着時間：         時頃

空港からの移動手段：□大学手配の出迎え □知人の出迎え □公共交通機関 バス，鉄道 □タクシー

□その他（具体的に）

移動の所要時間・料金：   分，  

空港からの移動の際の注意点：

2-2. 留学生向けオリエンテーションについて 
オリエンテーションの有無：□有り □無し

参加について：□必須 □任意参加

参加費用：□無料 □有料（金額：  ）

内容について記入してください。

2-4. その他，渡航してから必要な手続きについて 
現地で滞在許可書申請は必要ですか。必要な場合，申請方法，料金，取得に係る日数等を記入してください。

その他現地でした手続きは？（健康診断，予防接種等）有れば，方法，料金等を記入してください。

3. 語学力向上のためのコースについて

3-1. 語学力の向上のために，大学等のコースに参加しましたか。参加した場合，大学（語学学校）名，コース名，

料金，期間等を記入してください。



神戸大学交換留学（派遣）近況報告書（様式１） 

留学先大学：                              
留学先での所属学部・研究科：                     
留学先での在籍身分：                         
留学期間：    年   月～     年      月 
神戸大学での所属学部・研究科：                                       
学年（出発時）：           
本報告書記入日：        年    月    日 
 
出発前                                                     
どのように情報を集めましたか。参考になる本やホームページがあれば，記入してください。 
 
 
 
 
 
 
住居について                                                   

 ・住居のタイプ：□大学寮 □アパート □ホストファミリー □その他（具体的に）            
  住居（寮，アパート）の名前： 
 ・部屋の種類：□一人部屋 □二人部屋 □その他（具体的に）                   
 ・ルームメイト：□現地学生 □留学生（出身国：         ） □その他（具体的に）             

 ・どのように探しましたか。：□大学の斡旋 □自分で探した □その他（具体的に）                
 ・大学までの通学時間・手段：            分， 
 ・住居の周りの環境はどうですか。： 
 
 
 
 ・毎日の食事はどうしていますか。： 
 
 
 
・住居は渡航前に，または渡航後すぐにみつかりましたか。トラブルはありませんでしたか。： 

 
 
 
 
大学の授業について                                            
1. 履修登録について 
  ・履修登録の時期：□出発前 □到着後 
  ・履修登録の方法：□On-line □International Office等の仲介 □その他（具体的に）               
  ・登録時に留学生として優先・配慮されることはありましたか。：□無し □有り 
  ・優先・配慮があった場合，具体的に教えてください。 
 
 
 
  ・希望通りの授業が履修できましたか。：□はい □いいえ 

・希望通りの授業が履修できなかった場合，その理由を教えてください。 
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２．現在までに，履修している授業について記入してください。

No. コース名 教授名 時間数

／週

留学先

での単

位数

履修し

ている

学生数

予習，復習，テスト等についてアドバイスも

含めて教えてください。

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

３．授業（カリキュラム等）について クラスのサイズ、成績評価、現地学生の取り組み等

一週間のスケジュール （授業時間，課外活動等，毎日の生活を記入してください。）  

月 火 水 木 金 土 日

8:00 
9:00 

 10:00 
 11:00 
 12:00 
 13:00 
 14:00 
 15:00 
 16:00 
 17:00 
 18:00 
 19:00 
 20:00 
 21:00 
 22:00 

koryu2
タイプライターテキスト
（現地語・和訳）

koryu2
タイプライターテキスト

koryu2
タイプライターテキスト
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現在までの感想 自由に記入してください。(800字～) 
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	fill_1_5: これまでの留学生活を振り返って言えることは、非常に充実した日々を過ごせているという一言に尽きると思います。


まず、交友関係については、日本人の友達はもちろんのこと台湾人、中国人の友達もたくさんでき、フランス人とも仲良くしています。その中でもせっかく台湾で留学しているので、台湾人と仲良くなれる機会を積極的に探すようにしています。最初の頃は、日本人とご飯を食べにいくにしても、日本人だけではなく他国の人も誘うように意識していました。最近は、日本人同士で固まるのを少し避けてはいますが、たまには日本人たちと旅行に行ったり、何でも話せる同じ神戸大学からの留学生と声を掛け合いながら日々を過ごしています。

英語の授業を履修しようと考えている人でも中国語を勉強してから台湾に留学されることをおすすめします。普段の生活で中国語を使うのはもちろんのこと、私みたいに英語の授業を履修しようと最初は思っていても実際に来てみたら面白そうな授業がなく、結局全て台湾人と一緒に中国語で開講される科目に参加するということもありえます。私の場合は、交換留学開始の約10ヶ月前から本腰を入れて中国語を勉強した結果、中検3級にさえも受からなかった状態から、渡航前にはHSK6級に合格するまでになっていました。その結果、現在、日々の生活を楽しむにはほとんど問題はありません。

留学開始後も、例えば、留学前に自分で設定した毎日最低1人は見知らぬ台湾人に声をかけるという取り組みを行っており、ただ単に中国語の練習にだけにとどまらず、交友関係を広げる上でも非常に有意義であり、毎日の楽しみになっています。

さらに、学科ごとの野球部に参加したり、専門科目の授業で台湾人と研究について話したり、寮のラウンジで卓球したりと、さらには寮のウェルカムパーティーで仲良くなった台湾人の紹介でピクニック部の活動にも参加したりと、自分から飛び込んで行けさえすれば台湾人との交流の機会を探すことはそんなに難しくないと思います。ただし、待っていても台湾人（特に台北出身の人）の方から歩み寄ってくることはあまりありません。しかし、こちらから踏み込んで行けさえすれば日本よりも簡単に打ち解けるのは間違いありません。


学習については、大学院レベルになってくると、台湾人や留学生を問わずに、他の学生もよく勉強してきているとなと常々感じており、そのような彼らに負けないように日々復習と予習を行っています。大学院の授業形式は日本の大学院とだいたい同じなので戸惑うことはありません。中国語で開講される授業への参加という点については、正直先生によっては何を話しているのか聞き取りが難しい場合もありますが、毎週聞いていると慣れてきてだんだん分かってきているような気がしています。大学院はディスカッション形式ですが、案外思い切って自分の意見を行ってみれば、先生が「今のはこういうことだよね？」とフォローしてくれるのでどんどんチャレンジしていくことが大事だなと実感しています。
中国語の学習については、毎日の夜にその日出会った新しい単語の復習を必ず行っており、なるべくその日のうちに解決することを心がけています。


食事面に関しては、私の場合、台湾料理に関しては他の日本人にとっては苦手とされるものでも何でも食べられるので、特に困ったことはありません。ただし、野菜は意識的に摂取しないと不足しがちなので、学校の食堂をはじめとする定期的に重さで値段が決まるバイキング形式の店に行ってたくさん野菜を食べています。個人的に学校の食堂のご飯は美味しいと感じています。


その他では、何よりも国立台湾大学の施設は本当に素晴らしいです。24時間利用可能の自習室を備えた図書館や、プールやジムを兼ね備えた体育館、ものすごく走りやすい陸上のトラック、硬式野球ができる野球場とこれ以上にない充実度を誇っていると思います。まだ新学期が始まって間もないですが、自習室以外は日々の生活には欠かせない存在となっています。

以上が最初の1ヶ月を振り返った感想になります。日本と台湾で場所は違えど、生活面でも勉強面でもやるべきことはそれほど変わらないことに少し驚きながらも、日々新しいことにも挑戦しながら過ごしている日々の紹介の結びといたします。
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